
　５月26日に川上健民グランドにおいて、第32回吉野郡知事杯兼第19回川上村

長杯の決勝戦が行われ大接戦の末、川上・北山野球クラブが優勝しました。

　３対１で川上・北山野球クラブがリードしていた最終回に逆転されましたが、そ

の裏同点に追いつき、プレーオフとなりました。相手の攻撃を１点に抑え、その裏

の劇的な逆転サヨナラ打により、９チームの頂点に輝き、栄光を手にしました。

　先制され、一度は勝ち越すも逆転される苦しい試合展開の中、最後まで諦め

ず頑張った勝利です。
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○
議
会
運
営
委
員
会

川
上
村
議
会
議
長
に
　
春
　
増
　
　
　
薰
　
氏

　
　
　
　
副
議
長
に
　
堀
　
谷
　
正
　
吾
　
氏

○
監
査
委
員

川
上
村
議
会
役
員
構
成
（
敬
称
略
）

委

員

長
　
中
　
平
　
繁
　
和

副
委
員
長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

委
　
員
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

　
　
　
　
　
大
　
西
　
廣
　
長

　
　
　
　
　
堀
　
谷
　
正
　
吾

　
　
　
　
　
中
　
平
　
繁
　
和

○
総
務
文
教
委
員
会

委

員

長
　
東
　
谷
　
八
　
宗

副
委
員
長
　
津
　
本
　
多
　
正

委
　
員
　
　
杉
　
本
　
正
　
文

　
　
　
　
　
大
　
西
　
廣
　
長

　
　
　
　
　
堀
　
谷
　
正
　
吾

　
　
　
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

○
三
町
村
広
域

　
　

行
政
推
進
協
議
会

○
経
済
福
祉
委
員
会

○
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

評
議
委
員

○
介
護
保
険
運
営
協
議
会

○
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
運
営
協
議
会

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
　
　
　
　
杉
　
本
　
正
　
文

○
国
道
１
６
９
号

　
改
良
促
進
三
村
協
議
会

議
　
長
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

経
済
福
祉
委
員
長 

　
　
　
　
　
塩
　
谷
　
章
　
次

経
済
福
祉
副
委
員
長

　
　
　
　
　
杉
　
本
　
正
　
文

議
　
長
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

総
務
文
教
委
員
長

　
　
　
　
　
東
　
谷
　
八
　
宗

委

員

長
　
塩
　
谷
　
章
　
次

副
委
員
長
　
杉
　
本
　
正
　
文

委
　
員
　
　
中
　
平
　
繁
　
和

　
　
　
　
　
津
　
本
　
多
　
正

　
　
　
　
　
堀
　
谷
　
正
　
吾

　
　
　
　
　
春
　
増
　
　
　
薰

　
５
月
８
日
に
平
成
25
年
第
２
回
川
上
村
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
新
議
長
、
副

議
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
及
び
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
の
委
員
な
ど
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
２
回

川
上
村
議
会
臨
時
会
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○
何
よ
り
も
子
ど
も
が
通
い
た
く
な
る

学
校
、
親
が
通
わ
せ
た
く
な
る
学
校

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
元
の
児
童
生

徒
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化
の
問
題

改
善
や
解
決
を
図
る
と
と
も
に
地
域

社
会
づ
く
り
に
役
立
た
せ
る
た
め
に

山
村
留
学
を
取
り
入
れ
、
地
域
に
と

っ
て
か
け
が
え
の
な
い
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
小
学
校
は
２
学
年
が
一
緒
に
な
っ
て

学
習
す
る
複
式
授
業
を
採
用
。
た
だ

し
、
算
数
は
※
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
学
年
別
指
導
。

（
※
Ｔ
Ｔ
の
こ
と
。
同
時
間
に
複
数

の
先
生
が
一
教
室
に
入
り
、
授
業
　

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
指
導
方
法
）

○
中
学
校
の
先
生
が
小
学
生
の
社
会
や

理
科
、
図
工
を
担
当
。
体
育
は
小
学

校
高
学
年
と
中
学
生
が
一
緒
に
行
う

な
ど
少
人
数
や
個
を
生
か
し
た
小
中

一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離

れ
て
山
村
で
生
活
し
、
恵
ま
れ
た
自
然

と
豊
か
な
人
間
関
係
が
保
た
れ
て
い
る

山
村
を
学
び
舎
と
し
て
、
都
会
で
は
経

験
で
き
な
い
様
々
な
自
然
体
験
や
生
活

体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
や
創
造
性

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
制
度

を
い
い
ま
す
。

・
小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年
生
の

11
人
が
親
元
を
離
れ
て
共
同
生
活
を

し
て
い
る
。

・
生
活
の
き
ま
り
は
留
学
生
の
話
し
合

い
で
決
め
る
。

・
ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
は
使
わ
な
い
。

親
と
の
連
絡
は
、
手
紙
だ
け
。
テ
レ

ビ
も
な
い
。

・
土
・
日
・
祝
日
は
、
地
域
の
行
事
に

参
加
。
畑
仕
事
や
山
菜
摘
み
な
ど
も

す
る
。

・
留
学
期
間
は
原
則
と
し
て
１
年
間
を

単
位
と
し
て
い
る
が
、
継
続
も
認
め

て
い
る
。

・
保
護
者
は
、
月
１
回
だ
け
「
清
山

荘
」
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
去
る
５
月
20
・
21
日
の
両
日
、
今
年

度
最
初
の
本
村
教
育
委
員
会
視
察
研
修

の
た
め
、
小
中
併
設
校
の
愛
知
県
豊
根

村
立
富
山
小
学
校
と
富
山
中
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
両
校
の
大
き
な
特
徴
は
、
富
山
小
学

校
は
全
校
生
13
名
の
う
ち
７
名
が
、
富

山
中
学
校
は
５
名
の
う
ち
４
名
が
村
外

か
ら
の
山
村
留
学
生
で
あ
る
こ
と
で

す
。

全
国
で
最
も
小
さ
な
村

（
愛
知
県
豊
根
村
）
の
富
山
小
学
校
・

富
山
中
学
校
を
訪
問

～
第
一
回
教
育
委
員
視
察
研
修
～

◇
富
山
小
・
富
山
中
学
校
の
教
育

◇
山
村
留
学
と
は

◇
富
山
地
区
の
山
村
留
学
施

設
「
清
山
荘
」
の
生
活

６
・
７
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

６
月

11

プ
ー
ル
開
始

12

全
校
ス
ピ
ー
チ

ハ
ロ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ  

13

プ
ー
ル
頑
張

ろ
う
給
食

学
力
テ
ス
ト

14

立

指
導

健
康
診
断

15

郡
体
卓
球

16

日
曜
学
校

親
子
給
食

授
業
参
観

親
子
理
科
教
室

17

振
替
休
日

18

田
植
え
体
験

19

交
通
安
全
教
室

21

お
話
会

24

ハ
ロ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ  

25

低
高
別
給
食

７
月
　

２

～

　
４

期
末
テ
ス
ト

４

球
技
大
会

教
育
か
わ
か
み

第
６
回

教
育
長
通
信

清山荘写真

学校での話し合い 風景

校舎の風景
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今
西
　
富
造
　
校
長

前
　
　
浩
輔
　
教
頭

山
口
　
幸
夫
　
社
会
・
一
年
担
任

奥
村
　
一
樹
　
理
科
・
一
年
副
担
任

成
田
　
　
剛
　
保
健
体
育
・
二
年
担
任

敷
知
　
愛
奈
　

音
楽

二
年
副
担
任

家
庭

谷
車
　
美
保
　
英
語
・
三
年
担
任

上
西
　
英
彦
　
数
学
・
三
年
副
担
任

辻
阪
　
雅
文
　
技
術
・
特
別
支
援
担
任

岡
本
　
　
博
　
国
語
・
教
務

窪
田
　
益
代
　
美
術

田
井
中
時
江
　
養
護
教
諭

森
野
　
順
子
　
事
務

田
　
二
朗
　
校
務
員

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
カ
プ
ラ
ラ
　
英
語
補
助

井
口
　
和
美
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
士

福
本
　
清
和
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
士

髙
貝
　
全
宰
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
士

職

員

紹

介

　
平
成
25
年
度
が
始
ま
り
は
や
2
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
「
広
報

か
わ
か
み
」
の
紙
面
を
通
じ
て
小
中
学

校
の
様
子
を
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま

す
。

　
学
校
の
今
の
様
子
や
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
や
生
徒
の
姿
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
川
上
中
学
校
で
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
は
「
真
実
　
努
力
　
敬
愛
」

で
す
。
校
門
の
と
こ
ろ
に
は
「
山
の
心

真
実
の
道
を
こ
こ
に
学
ぼ
う
」
と
あ
り

ま
す
。
昔
か
ら
校
訓
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
も

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
懐
か
し

く
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
一
年
生
４
人
、
二

年
生
４
人
、
三
年
生
８
人
の
生
徒
が
毎

日
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
2
ヶ
月
の
間
に
、
修
学

旅
行
や
社
会
見
学
、
中
間
テ
ス
ト
を
終

え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
校
卓
球
部
女
子

チ
ー
ム
が
奈
良
県
大
会
で
ベ
ス
ト
８
に

入
り
、
シ
ー
ド
権
を
得
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
様
子
を
写
真
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
校
長
　
今
西
）

今

、
学

校

で

毎朝小テストをしています。 県春季大会でベスト８ １年生社会見学（大阪 ･ 空中庭園）

３年生修学旅行（東京 ･ 浅草） ２年生社会見学（大阪 ･ 大阪城）
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今
日
も
陽
だ
ま
り
を
求
め
て
、
友

達
の
家
に
遊
び
に
行
く
…
。

　
　
―
ふ
と
手
を
止
め
て
思
う
―

　「
こ
の
編
み
物
は
誰
に
教
え
て
も

ら
っ
た
の
か
」
と
。

　
そ
う
や
、
小
学
生
の
頃
に
、
冬
休
み
に

な
る
と
日
の
当
た
る
お
家
に
よ
く
遊
び
に

行
っ
た
。
そ
こ
の
叔
母
さ
ん
が
編
み
物
が

上
手
で
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。

　
こ
た
つ
に
入
ら
せ
て
も
ら
い
、
か
ぎ

針
の
持
ち
方
、
指
へ
の
糸
の
か
け
方
ま

で
細
か
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本

当
に
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
と
、
懐
か
し

く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
今
年
76
歳
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
歳
ま
で
幾い

く

人び
と

の
人
に
お
世
話

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
巡
り
ま
す
。

　
学
校
の
先
生
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
母
と
別
れ
た
の
が
早
く
、
あ
れ

は
15
歳
の
時
で
し
た
。

　
残
さ
れ
た
の
は
ま
だ
幼
い
大
勢
の
男

兄
弟
と
妹
が
１
人
、
姉
は
既
に
嫁
い
で

い
ま
し
た
。

　
私
は
父
と
二
人
で
家
計
や
家
事
、
そ

の
他
の
こ
と
を
本
当
に
頑
張
っ
て
や
っ

て
き
た
つ
も
り
で
し
た
。

　
で
も
、
な
ん
ぼ
頑
張
っ
て
も
１
人
で
は

此
処
ま
で
来
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
近
く
に
居
て
く
れ
た
叔

母
に
ご
飯
の
炊
き
方
か
ら
掃
除
・
洗
濯

と
い
っ
た
日
常
生
活
の
基
本
的
な
こ
と

か
ら
、
お
寿
司
や
餅
つ
き
の
し
か
た
ま

で
色
ん
な
こ
と
を
手
取
り
足
取
り
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

叔
母
に
は
口
で
は
い
い
つ
く
せ
な
い

程
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
頃
に
お
手
伝
い
さ
ん
に
も
行
き

ま
し
た
。
も
う
60
年
も
昔
の
こ
と
で
す

が
、
行
っ
た
先
の
食
生
活
は
洋
風
で
カ

レ
ー
・
オ
ム
レ
ツ
・
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を

作
る
た
め
に
芋
や
人
参
の
切
り
方
ま
で

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
結
婚
・
育
児
・
子
育
て
…

慌
た
だ
し
く
時
は
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
教
育
や
躾
け

を
、
婦
人
会
で
は
一
般
常
識
や
ご
近
所

付
き
合
い
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
山
へ
薪
と
り
に

行
っ
た
り
大
変
な
時
代
を
過
ご
し
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
こ
れ
が

私
た
ち
の
時
代
で
あ
り
、
人
生
の
歩
み

だ
っ
た
の
で
す
。
色
々
と
教
え
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
昔

を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
は
、
元
気
が
何
よ
り
一
病
息
災
を
願

い
、
テ
レ
ビ
で
ニ
ュ
ー
ス
や
旅
の
景
色
、

新
し
い
料
理
の
作
り
方
を
見
な
が
ら
、
楽

し
く
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
・
Ｋ

　
昨
年
度
よ
り
11
名
で
活
動
し
て
き
た

卓
球
部
で
す
が
、
１
年
生
男
子
３
名
と

新
し
い
顧
問
の
先
生
を
迎
え
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
男
子
が
上
級
生
を
合
わ
せ
る
と
６

名
と
な
り
、
団
体
戦
に
も
出
場
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
去
る
５
月
３
日
、
４
日
、
県

立
橿
原
体
育
館
に
お
い
て
、
県
中
学
校

春
季
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

頃
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
で
き

た
大
会
と
な
り
、
個
人
戦
で
は
森
口
真

帆
さ
ん
が
５
回
戦
ま
で
勝
ち
抜
き
ベ
ス

ト
32
に
入
り
、
７
月
に
行
わ
れ
る
県

総
体
の
推
薦
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
団
体
戦
で
は
男
子
は
１
年
生
も
出

場
し
、
１
回
戦
は
智
弁
学
園
中
と
対
戦

し
３
年
生
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
勝
利
し

ま
し
た
。
２
回
戦
で
は
今
大
会
優
勝
し

た
第
１
シ
ー
ド
の
斑
鳩
南
中
と
対
戦
し

シ
ン
グ
ル
ス
で
１
勝
す
る
健
闘
を
見
せ

ま
し
た
。
ま
た
女
子
の
団
体
戦
で
は
２

回
戦
で
シ
ー
ド
校
の
富
雄
南
中
を
接
戦

で
破
り
、
勢
い
に
の
っ
て
、
県
大
会
ベ

ス
ト
８
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
も
た
く
さ

ん
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
大

き
な
声
援
が
選
手
た
ち
の
力
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
試
合
で
学
ん
だ
こ
と
も
多

く
、
ま
た
、
成
長
の
手
応
え
を
十
分
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
生
は
残
り
少

な
い
大
会
に
向
け
、
さ
ら
な
る
精
進
を

し
、
結
果
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

【
結
果
】

個
人
戦

新
宅
　
芽
依
　
３
回
戦

松
本
い
ぶ
き
　
３
回
戦

上
村
　
優
実
　
３
回
戦

中
平
　
汰
樹
　
３
回
戦

森
口
　
真
帆
　
５
回
戦

（
ベ
ス
ト
32
）

団
体
戦

【
男
子
】  

１
回
戦
　
川
上
中
３
―
１
智
弁
学
園
中

２
回
戦
　
川
上
中
１
―
３
斑
鳩
南
中

【
女
子
】  

１
回
戦
　
　
川
上
中
３
―
１
八
木
中

２
回
戦
　
　
川
上
中
３
―
２
富
雄
南
中

３
回
戦
　
　
川
上
中
３
―
１
大
成
中

準
々
決
勝
　
川
上
中
０
―
３
帝
塚
山
中

（
ベ
ス
ト
８
入
り
）

5

シ
ー
ド
校
を
破
っ
て

　
　
奈
良
県
大
会

　
　
　
　
ベ
ス
ト
8
進
出

県
中
学
校

　
春
季
卓
球
大
会

県
中
学
校

　
春
季
卓
球
大
会
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名
前
　
鳥と

り

居い

　
由ゆ

佳か

移
住
場
所
　
寺
尾

前
住
所
地

　
大
阪
府
東
大
阪
市

　
林
業
の
聖
地
、
川
上
村
で
林
業
女
子

と
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
源
流
の
森
を
、
私
た
ち
の
世
代

が
未
来
へ
と
繋
い
で
い
け
る
よ
う
に
、

地
域
の
方
々
と
共
に
手
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

名
前
　
松ま

つ

本も
と

麻ま

木き

子こ

移
住
場
所
　
北
和
田

前
住
所
地

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

　
始
め
ま
し
て
！
全
く
知
ら
な
い
土
地

に
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
求
め
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　
他
に
は
な
い
大
自
然
・
人
の
温
か

さ
・
素
敵
な
所
が
こ
こ
に
は
沢
山
あ
り

ま
す
！

　
他
の
都
道
府
県
だ
け
で
な
く
海
外
の

人
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
。
夢
は
大
き
く
！名

前
　
村む

ら

上か
み

　
　
航

わ
た
る   

移
住
場
所
　
中
奥

前
住
所
地

　
　
東
京
都
調
布
市

　
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！

　
航
海
の
〝
航
〟
で
〝
わ
た
る
〟
と
い

い
ま
す
。
川
上
村
に
来
る
前
は
大
学
で

法
律
学
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
村
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
何
が

で
き
る
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

名
前
　
村む

ら

山や
ま

　
祐ゆ

理り

移
住
場
所
　
北
和
田

前
住
所
地

　
　
奈
良
県
奈
良
市

　
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
川

上
村
で
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
が
待
っ

て
い
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
村
の
皆
さ
ん
と
お
話
を
し
な
が
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る

活
動
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
前
　
横よ

こ

堀ぼ
り

　
美み

穂ほ

移
住
場
所
　
北
和
田

前
住
所
地

　
　
岐
阜
県
岐
阜
市

　
こ
ち
ら
に
来
る
以
前
は
陶
芸
の
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
趣
味
で
お
茶
も
習
っ
て
い
ま

し
た
。
是
非
お
茶
を
点た

て
ま
す
の
で
、

お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
前
　
早わ

稲せ

田だ

　
緑

み
ど
り

移
住
場
所
　
寺
尾

前
住
所
地

　
　
千
葉
県
浦
安
市

　
ジ
ブ
リ
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に

憧
れ
て
、森
で
過
ご
し
た
子
供
時
代
。今
も

憧
れ
は
心
の
中
に
火
を
灯
し
、
ご
縁
が
ご

縁
を
呼
ん
で
、
川
上
村
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
、
虫
も
怖
い

ひ
弱
な
私
で
す
が
、
じ
っ
く
り
生
き
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
幸
い
で
す
。

名
前
　
吉よ

し

田だ

　
郁ゆ

う

介す
け

移
住
場
所
　
人
知

前
住
所
地

　
　
奈
良
県
奈
良
市

　
私
は
他
の
協
力
隊
と
異
な
り
、
奈
良

県
の
非
常
勤
職
員
「
奈
良
県
ふ
る
さ
と

復
興
協
力
隊
」
で
す
。

　
今
ま
で
色
ん
な
事
業
に
携
わ
っ
て
い

た
経
験
を
活
か
し
、
多
く
の
方
に
川
上

村
の
美
味
し
い
も
の
を
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
年
長
と
し
て
、
６
人
の
若

者
た
ち
を
導
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
川
上
村
の
よ
う
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
進

行
が
著
し
い
地
域
に
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
（
集
落
）
の
維
持
・
強
化
を
め
ざ
す
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
、
本
村
が
採
用
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」
は
６
名
で
す
。
彼
ら
に

加
え
、
奈
良
県
が
採
用
し
て
派
遣
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
復
興
協
力
隊
員
」
が
１

名
。
合
計
し
て
７
名
の
隊
員
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
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「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

全
水
連
総
会
で

　
　
川
上
村
が
特
別
講
演

第
5
回
村
づ
く
り
塾
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
こ
の
協
議
会
は
、
全
国
の

源
流
域
に
位
置
す
る
自
治
体

に
よ
っ
て
平
成
17
年
に
組
織

さ
れ
、
以
来
、
源
流
の
大
切

さ
を
国
民
へ
広
く
ア
ピ
ー

ル
、
ま
た
、
森
林
環
境
保
全

や
源
流
の
郷
へ
の
特
別
支
援

対
策
を
国
に
求
め
る
等
の
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
本

村
も
吉
野
川
源
流
の
村
と
し

て
、
設
立
当
初
か
ら
積
極
的

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
の
平
成
25
年
度
総
会
が
５
月

22
日
、
全
国
町
村
会
館
（
東
京
）
に
て

開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
年
に
一
度
、
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一
同
に
会
す
る

「
源
流
サ
ミ
ッ
ト
」
が
来
年
は
本
村
で

開
催
さ
れ
る
事
と
な
り
、
吉
野
川
源
流

か
ら
全
国
に
向
け
て
源
流
の
思
い
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
に
お
い
て
治
水
及
び
利
水
事
業

の
推
進
を
図
る
「
全
国
治
水
期
成
同
盟

会
連
合
会
」
の
総
会
が
５
月
27
日
に
砂

防
会
館
（
東
京
）
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

中
で
、今
春
に
完
成
し
た
大
滝
ダ
ム
と
、

そ
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
上
村
に

よ
る
特
別
講
演
の
時
間
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
栗
山
村
長
が
登
壇
し
、
お
よ
そ

30
分
に
わ
た
り
、
50
余
年
に
わ
た
る
大

滝
ダ
ム
と
の
歩
み
と
、
ダ
ム
と
の
共
生

を
掲
げ
る
川
上
村
の
水
源
地
と
し
て
の

取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

総会には栗山村長が出席し、吉野川
源流の村として思いを述べました。

完成に半世紀あまりを要した、大滝ダムにまつわる川
上村の発表は、会場の関心を集めていました。

ツアーの様子

　
５
月
19
日
（
日
）
第
５
回
目
の
村
づ

く
り
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

村
に
住
ん
で
い
て
も
気
づ
か
な
い
こ
と

や
知
ら
な
い
場
所
が
多
々
あ
る
と
い
う

こ
と
で
「
村
内
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
水
源
地
の
森
（
三
之
公
）

や
樽
丸
工
場
（
枌
尾
）、
旧
東
小
学
校

（
北
和
田
）、
匠
の
聚
（
東
川
）
な
ど
を

見
学
し
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が
っ
た

よ
う
で
す
。

　
村
づ
く
り
塾
で
は
随
時
塾
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
役
場
水
源
地
の

村
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
水
源
地
の
村
づ
く
り
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
こ
の
程
、若
い
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。

勇
気
が
出
て
希
望
が
膨
ら
み
ま
す
。

　
国
（
総
務
省
）
が
進
め
る
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
、
６
名
（
男
性

１
名
、
女
性
５
名
）
の
若
者
が
入
村
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
復
興
協
力
隊
」
と
し
て
、

１
名
（
男
性
）
も
入
村
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
山
村
で
の
地
域
づ
く
り
に

興
味
を
持
ち
、
都
市
か
ら
地
方
に
移
り

住
ん
で
山
村
の
人
達
と
一
緒
に
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
、
そ
の
地
域

を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　
折
に
ふ
れ
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
ダ
ム
後

の
村
づ
く
り
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
す
。

　
林
業
や
教
育
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
今
春

ダ
ム
が
完
成
し
新
た
な
村
づ
く
り
の
ス

タ
ー
ト
の
年
を
〝
ダ
ム
後
の
元
年
〟
と

位
置
付
け
た
最
中（
さ
な
か
）、
若
者
達

に
入
村
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
川
上
村
に
と
っ
て
は

追
い
風
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
新
し
い
仲
間
と
の
意
見
交
換
で
は
、

各
自
の
考
え
方
が
前
向
き
で
意
欲
に
満

ち
て
お
り
、
話
を
し
て
い
く
う
ち
に
間

違
い
な
く
〝
一
緒
に
〟 

村
づ
く
り
を
や

れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　
住
ま
い
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
空
家
等

に
入
居
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
ど
こ
か

で
隊
員
達
を
見
か
け
た
ら
ど
ん
ど
ん
声

を
か
け
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

全国源流の郷協議会
『源流サミット』本村開催決定
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２　

Ｆ

庁　舎　外　の　部　署

水源池の村づくり課

・村の予算

・基本構想

・村づくりに関すること

・定住促進

　 （住まいるネット）

・大滝ダム誌編纂

・森と水の源流館

林業建設課地域振興課

・農業　・農業委員会

・有害鳥獣対策　・猟友会

・ふるさと市場

・商工、観光、漁業振興

・観光協会

・地域おこし協力隊

・村有林の管理

・大学や企業との連携事業

・吉野杉工房（木工センター）

・杉の湯・匠の聚・林業資料館

など

・道路、橋梁、河川の管理

・集落内里道、水路の管理

・林業、林道の基盤整備

・建築工事

・治山、治水事業

・村営住宅の管理

・災害復旧事業

・環境基本計画

・給水、簡易水道

・合併浄化槽

・ゴミ処理

・ゴミ袋や証紙の販売

・狂犬病予防　・野犬捕獲

・害虫（スズメ蜂等）の駆除

住 民 福 祉 課

・出生や死亡の届出

・戸籍　・住民票

・印鑑証明

・年金　・児童手当

・墓地、火葬場

・妊産婦、乳幼児の保健

・検診、予防接種

・健康づくり教室

・川上診療所

・歯科診療所

・やまぶき保育園

・国民健康保険

・後期高齢者保険

・介護保険

・障がい福祉

・福祉医療

・生活保護

・人権啓発

・消費者行政相談

・民生児童委員協議会

・保護司会

・人権擁護委員

教育委員会

・教育委員活動

・小中学校の教育

・人権教育

・生涯学習

・スポーツ振興

・文化財

・やまぶきホール

・学校、教育施設の管理

・村立図書館

生活環境課

１　

Ｆ
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　役場に来たとき、どこに相談にいけばいいかわからなくて、困った。なんてことはありま

せんか？ 改めて、業務内容はもちろん、会議室の場所もご案内します。

　ここに書いていないことでも職員に声をかけていただければ、担当課にご案内しますの

で、気軽に声をかけてください。

１F庁内図

総 務 税 務 課

・消防団　・防災

・人事給与

・財産管理

・事務監査

・選挙　・交通安全

・広報かわかみ

・やまぶきバス

・こまどりケーブル

・統計調査

・区長会

・行政相談

・固定資産税

・村県民税

・軽自動車税

・法人税

・税の各種証明

役場（庁内）の見取り図

議会事務局

２　F

・議会の予算

・議会運営

・定例、臨時議会

・議員活動

・現金及び有価証券の管理

・一般支払いの手続き

・村の基金管理

・決算書の調整

会　計　課

２F庁内図
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検
診
日

検
診
場
所

９
月
10
日
（
火
）

東
川
公
民
館

９
月
11
日
（
水
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
北
和
田
）

９
月
12
日
（
木
）

川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮
の
平
）

　「
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
…
」
こ
れ
ら
は
別
々

に
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
、高
血
糖
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
日
々
の
生
活
習
慣
の
結
果
が
自

覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
し
、
気
が
つ
く
頃
に
は
重
大
な

病
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
健
康
管
理
に
役
立
て
る
こ

と
は
、
健
康
保
険
税
を
納
め
る
全
て
の
人
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

①
通
知
に
つ
い
て

　
　
世
帯
毎
に
申
込
書
を
発
送
し
ま
す
。（
６
月
中
旬
頃
）

②
申
込
み
方
法

　
７
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
区
長
ま
た
は
役
場
住
民
福

祉
課
ま
で
申
込
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
混
乱
や
間
違
い
を
避
け
る
た
め
、
電
話
で
の
お
申
込

み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

③
申
込
受
付

　
８
月
下
旬
頃
に
「
受
診
の
お
知
ら
せ
」
と
「
問
診
票
」

を
郵
送
し
ま
す
。
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検

診
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

対
象
者

加
入
の
医
療
保
険

実
施
方
法
に
つ
い
て

負
担
金

特　定　健　診

40
～
74
歳
の
男
女

国民健康保険

総
合
検
診
と
同
時
実
施

※
空
腹
で
受
診
く
だ
さ
い
。
（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
、

医
療
機
関
で
特
定
健
診
が
受
診
で
き
る
「
受
診
券
」
に

よ
り
受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健
診
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。）

1,500円

それ以外

の保険　

ご
加
入
の
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
男
女

後期高齢者医療

生
活
習
慣
病
よ
り
も
、
介
護
予
防
に
重
点
を
置
い
た
健

診
・
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。
健
診
は
総
合
検
診
と
同
時

実
施
。

※
空
腹
で
受
診
く
だ
さ
い
。
（
5
月
に
送
付
し
ま
し
た
、

医
療
機
関
で
特
定
健
診
が
受
診
で
き
る
「
受
診
券
」
に

よ
り
個
別
に
受
診
さ
れ
た
方
は
今
回
の
特
定
健
診
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。）

500円

各種がん検診など

20
歳
以
上
の
女
性

◆
子
宮
頚
部
が
ん
検
診

30
歳
以
上
の
女
性

◆
乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
男
女

◆
大
腸
が
ん
検
診

◆
肺
が
ん
検
診

◆
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

65
歳
以
上
の
男
女

◆
結
核
検
診

20
～
39
歳
の
男
女

◆
ミ
ニ
基
本
健
診

区　別　な　し

（加入の保険に関わらず診できます）

総
合
検
診
の
中
で
実
施
し
ま
す
。

※
今
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診
は
代
理
人
に
よ
る
提
出
も
可

能
で
す
。

※
今
年
度
の
乳
が
ん
・
子
宮
頚
部
が
ん
検
診
は
前
年
度
の

受
診
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
受
診
で
き
ま
す
。

※
今
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
診
さ
れ
た
方
や
治

療
経
験
の
あ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
ミ
ニ
基
本
健
診
は
空
腹
で
受
診
く
だ
さ
い
。

無　　料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

総
合
検
診
の
お
知
ら
せ
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歯
周
疾

患
検
診
の
お
知
ら
せ

と
　
き
　
平
成
25
年
７
月
か
ら
９
月
の
間
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
川
上
村
立
歯
科
診
療
所
（
大
滝
）

男
性
の
料
理
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

主
催

：

川
上
村
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
・
川
上
村

と
　
き
　
平
成
25
年
6
月
28
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
2
時

　
　
　
　
　
※
受
付
時
間
　
午
前
9
時
50
分
～
10
時

と
こ
ろ
　
川
上
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
栄
養
指
導
室
・
調
理
実
習
室

　
年
を
と
っ
て
歯
を
失
う
の
は
仕
方
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
し
か
し
、
定
期
的
な

検
診
と
お
手
入
れ
次
第
で
は
、
歯
の
健
康
を
一
生
保
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
お

口
の
中
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
全
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
40
代
以
降
で
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
歯

周
病
の
初
期
に
は
痛
み
や
臭
い
が
な
い
た
め
に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
進
行
し

て
し
ま
い
ま
す
。
充
実
し
た
生
活
に
「
お
口
の
健
康
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
歯
周
疾
患
検
診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

対

象

者
　
満
30
歳
以
上
の
村
民
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
30
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
を
含
む
）

費
　
　
用
　
無
料

申
込
期
間
　
平
成
25
年
６
月
28
日（
金
）ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
付
後
、
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
受
診
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
日
、
検
診
場
所
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
注
意
事
項
》

◆
前
日
の
夕
食
は
、
午
後
9
時
頃
ま
で
に
済
ま
せ
て
、
受
診
ま
で
は
何
も
食
べ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◆
当
日
は
絶
食
し
、
水
・
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
牛
乳
・
た
ば
こ
等
は
飲
ま
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆
服
薬
中
の
方
は
、
検
診
を
受
け
る
際
の
服
薬
方
法
や
飲
食
制
限
時
の
注
意
事
項
等

を
主
治
医
に
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
次
の
方
は
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
妊
娠
中
の
方
、
妊
娠
の
疑
い
の
あ
る
方

・
以
前
に
胃
の
手
術
を
さ
れ
た
方

・
現
在
、
胃
の
治
療
中
の
方

※
人
数
に
よ
り
多
少
時
間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

と
　
き

と
こ
ろ

７
月
２
日
（
火
）

午
前
８
時
00
分
～
９
時
00
分

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

川
上
村
役
場
前
（
迫
）

東
川
公
民
館

７
月
３
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

武
木
消
防
団
詰
所
前

７
月
４
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
北
和
田
）

　
男
性
の
方
に
も
食
事
作
り
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
楽
し
く
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
申
込
は
、
６
月
26
日（
水
）ま
で
に
役
場
住
民
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
村
内
在
住
の
男
性
　
※
夫
婦
で
の
参
加
も
大
歓
迎
！

内
　
容
　
血
圧
測
定
・
体
重
測
定
・
調
理
実
習

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

費
　
用
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

胃
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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在
宅
緩
和
ケ
ア
③

―
お
家
の
効
用
―

な
一
切
を
含
め
た
人
ひ
と
り
と
し
て
の

安
心
達
成
が
、
緩
和
ケ
ア
の
目
的
で

す
。
そ
の
実
践
の
場
が
「
お
家う

ち

」
と
い

う
の
が
在
宅
緩
和
ケ
ア
で
す
。
お
年
寄

り
が
肺
炎
を
起
こ
し
て
入
院
し
た
と
し

ま
す
。
よ
く
起
こ
る
の
が
「
せ
ん
妄も

う

」

で
す
。
見
え
な
い
も
の
が
見
え
た
り
、

つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
こ
と
を
言
っ
た

り
、
夜
中
に
急
に
起
き
上
が
っ
て
騒
い

だ
り
す
る
混
乱
状
態
が
「
せ
ん
妄
」
で

す
。
多
く
は
一
時
的
な
も
の
で
、
向
精

神
薬
治
療
な
ど
で
落
ち
着
く
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

身
体
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
筋

肉
が
弱
り
（
廃は

い

用よ
う

症
し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

）、
寝
た
き

り
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
せ
ん
妄
は
、
元
の
疾
病

が
少
し
落
ち
着
き
、「
お
家
」
に
帰
る

と
、
う
そ
の
よ
う
に
治
ま
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
入
院
に
限
り
ま
せ

ん
が
、
過
剰
な
治
療
は
、
療
養
者
を
お

家
と
い
う
「
日
常
」
か
ら
遠
ざ
け
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
の
日
常
を
取
り
戻
す

こ
と
が
、
お
薬
以
上
の
効
果
を
出
す
わ

け
で
す
。
お
家
が
落
ち
着
く
の
で
す
。

こ
の
事
実
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　
人
は
、
自
分
自
身
や
家
族
や
親
し
い

間
柄
の
人
達
の
将
来
が
見
え
ず
、
心
配

や
苦
痛
ば
か
り
が
続
く
人
生
に
は
耐
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
生
き
た
証
の
少

し
で
も
こ
の
世
に
残
せ
、
周
り
へ
の
心

配
も
な
く
な
れ
ば
、
意
外
と
心
安
ら
か

に
人
生
の
終
着
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
痛
み
や
苦
し
み
、
仕
事
や
医
療
費
、

家
族
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
、
そ

し
て
、
自
分
と
い
う
「
表
す
に
表
せ
な

い
魂
と
し
て
の
存
在
」
に
関
す
る
不
安

な
ど
、
健
常
者
に
は
計
り
知
れ
な
い
負

担
が
人
生
の
終
着
に
向
か
う
療
養
者
に

は
覆お

お

い
被か

ぶ

さ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た

身
体
的（
フ
ィ
ジ
カ
ル
）・
社
会
的（
ソ
ー

シ
ャ
ル
）・
精
神
的
（
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ

ル
）・
霊
魂
的
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）

な
る
で
し
ょ
う
。
健
康
診
断
の
も
う
一

つ
の
目
的
は
癌
検
診
で
す
。

　
癌
は
１
９
８
１
年
に
死
亡
原
因
第
1

位
に
な
っ
て
以
来
、
ト
ッ
プ
を
ひ
た
走

り
今
で
も
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
2
人
に
1
人
は
癌
に
か
か
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
時
代
で

す
。
し
か
も
、
今
や
癌
は
必
ず
し
も
死

の
病
で
は
な
く
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば

治
し
得
る
病
気
と
も
い
え
ま
す
。

　
癌
検
診
は
怖
い
、
と
思
っ
て
い
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
む
し
ろ

安
心
と
も
い
え
ま
す
。
愛
す
る
ご
家
族

の
た
め
に
も
、
一
年
に
一
回
は
癌
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

今
年
も
、
川
上
村
の
健
康
診
断
・
癌
検

診
の
ご
案
内
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
は
普
段
か
ら
何
か
、
ご
自
分
の
健

康
を
守
る
た
め
気
を
付
け
て
お
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
健
康
は
一
日
に

し
て
成
ら
ず
、
と
言
い
ま
す
。
不
健
康

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
…
と
わ
か
っ
て

い
な
が
ら
も
、「
そ
の
う
ち
直
そ
う
」

と
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
健
康
診
断
・
癌
検

診
を
受
け
て
、
ご
自
分
の
健
康
状
態
に

「
気
付
く
」
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
特
に
「
高
血
圧
」、「
糖
尿

病
」、「
高
脂
血
症
」
な
ど
、
中
高
年
に

な
る
と
増
加
す
る
「
生
活
習
慣
病
」
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
高
齢
者

が
著
し
く
増
加
し
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
わ
が
国
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
豊
か
で
健
康
的
に
人
生

を
す
ご
す
た
め
に
、
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
定
期
検
診
は
必

ず
毎
年
参
加
し
、
１
年
ご
と
の
各
検
査

項
目
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
習
慣
を

ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
を
考
え
る

こ
と
が
、
健
康
維
持
に
役
立
つ
こ
と
に

　
健
康
診
断
の
お
す
す
め

　
川
上
診
療
所
　
医
師
　

松
　
井
　
則
　
夫
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児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る
方
は
、
平
成
25
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
送
付
し
て
い
る
「
現
況
届
」
を
必
ず
平
成
25　
年
６
月
28　
日
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
　
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

《
提
出
す
る
も
の
》

対
象
者

提
出
物

現
在
、
手
当
を
受
給
中
の
方
全
員

◆
現
況
届

※
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

◆
請
求
者
名
義
の
保
険
証
の
コ
ピ
ー
ま

た
は
年
金
加
入
証
明
書

平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で

　
　
「
川
上
村
」
に
住
所
が
な
か
っ
た
方

◆
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
度
分
）
所

得
証
明
書

※
平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民

登
録
し
て
い
た
市
町
村
か
ら
取
り

寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
が「
村
外
」に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

◆
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

◆
申
立
書

「
児
童
手
当
」
を
受
給
さ
れ
る
方
は

　
６
月
28
日（
金
）ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか。

　国民年金保険料を納めないままにしておく

と、将来の老齢基礎年金や障害・遺族などの事

故が発生した場合の年金が受けられないことが

あります。

　平成 25 年度の国民年金保険料額は、１ヶ月

15,040 円です。

　納めた保険料は、全額が社会保険料控除の対

象となり、税金の負担が軽減されます。

　まだ納付がお済みでない方は、納付書をご用

意のうえ、至急お近くの金融機関、郵便局また

はコンビニエンスストアの窓口で納付してくだ

さい。

　また、納め忘れがなく、納付の手間がかから

ない、口座振替やクレジットカードによる納付

もできます。

　国民年金保険料についてご不明な点がありま

したら、大和高田年金事務所にお尋ねください。

【問い合わせ先】

大和高田年金事務所

℡ ０７４５－２２－３５３３

国民年金保険料を納めましょう

　健康の維持・増進に向け、運動指導員や栄養士

が地区に出向き、一人ひとりの健康状態に合わせ

た健康づくりの方法をお伝えします。

　ご近所の方や団体で集まる機会に、この教室を

利用してみませんか。

【問い合わせ先】

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

～体操教室・栄養教室を

ご希望の地区で行います～

と　き　平成25年６月17日（月）

　　　　午前10時～11時30分

ところ　やまぶき保育園（宮の平）

内　容　「リズム遊び」

【問い合わせ先】

やまぶき保育園　℡ ５２－００１９

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

のびっ子広場
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

山の学校　達っちゃんクラブ

★遊水フェスタ 2013 子ども向けイベント

○「川で遊ぼう！

　　　手作り竿で魚釣り体験」in 三之公

　夏休みがスタート！三之公川でおもいっきり水

遊びをしよう！簡単な釣り竿を手作りし、川で魚

釣り体験をしよう。釣れても釣れなくても夏の思

い出をいっぱい作ろう！

と　き　平成25年７月27日（土）　定員　30名

参加費　大人2,000円 ／ 小人・幼児500円　　 　

○「スペシャル素麺流し」in 蜻蛉の滝

　蜻蛉の滝にて夏の大人気イベント開催！半割竹を使っ

た全長50メートルの本格的な素麺流しを行います。

と　き　平成25年８月10日（土）

参加費　大人1,500円／小人・幼児500円 ３歳未満 無料

※イベントは予約制となっています。応募多数の場

合は抽選となります。限定300名（各回100名定員）

スタート時間はご予約の際にお選びください。

（スタート）①11：30　②12：30　③13：30

※締切は原則開催日の１ヶ月前（締め切りを過ぎ

ても参加可能な回もありますので、詳しくはお

問い合わせください）

※近鉄大和上市駅まで送迎あり

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》

匠　　の　　聚

●アプラアート展　山の風・海の風
　泉州の浜風に誘われて、源流からやってきた山

河の聚
むら

人
びと

と浜人たちの合同展

と　き　平成25年６月15日（土）～23日（日）【入場無料】

10：00～19：00まで（最終日は16：00まで）

場　所　大阪府高石市綾園1-9-1　℡：072－267－0018

　　　　 「たかいし市民文化会館　アプラホールギャラ

リー（アプラたかいし３階）」

　本展は、山の風（匠の聚）と海の風（高石市美

術協会・高石美術研究会）が合同で行う美術作品

展です。匠の聚より作品を多数出品しますのでぜ

ひご高覧ください。

森と水の源流館
●水源地の森ツアー

　和歌山市で海へとつながる全長136㎞の吉野川

紀の川。川上村に連なる山々がその源です。

　今、この瞬間も私たちにかけがえのない水を届

けてくれる源流の森はどんなところでしょうか？

　森の入口にそっとおじゃまし、その魅力にふれ

るガイドツアーの第２弾!!

と　き　平成25年７月13日（土）９：30～16：30

定　員　20名　小学生～

参加費　大人　　　4,000（3,200）円

　　　　小中高生　2,600（1,900）円　　　　　

●へびふぇすてぃばる

　　～ゆかいなへびのおはなしとうた～

　企画展「巳」（７／13～９／８）にあわせて開

催。ヘビ好きによるヘビのおはなしあれこれとコ

ンサートが一緒に。もしかすると本物のヘビが見

られるかも!?　その他にヘビのおもちゃを作る工

作ワークショップ（無料）などがあります。

　『巳年』の夏を楽しもう!!

と　き　平成25年７月15日（祝）（当日入館無料）

（　）内は源流人会会員割引価格になります

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

ふるさと市開催日

【６月】15・16・22・23・29・30日

【７月】６・７・13・14・15・20・21・27・28日

《役場地域振興課　℡ ５２－０１１１》
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　「世界婚活（idea ink 06）」
中村　綾花 著 ／ 朝日出版社　

【一般書】夢幻花　　　　　　　　　　　　　　　　　／東野　圭吾　著　　　／ＰＨＰ研究所

色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年　　／村上　春樹　著　　　／文芸春秋

すごい人のすごい話　　　　　　　　　　　／荒俣　　宏　著　　　／イースト・プレス

空想科学読本９～11　　　　　　　　　　　／柳田理科雄　著　　　／メディアファクトリー

【児童書】しろくまのパンツ　　　　　　　　　　　　／tupera tupera　作　 ／ブロンズ新社

　　　　　わからん薬学事始２　　　　　　　　　　　／まはら三桃　著　　　／講談社

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

【問い合わせ先】村立図書館　℡ ５２－０１４４

　「日本に相手がいなければ、世界で探せばいい」と発想を大転

換し、日本を飛び出した著者は、恋愛リサーチ＆婚活の旅を続け、

ついにパリでゴールイン！ 

　閉塞した日本の恋愛に風穴を開ける、ラブジャーナリストの奮

闘記です。

　エネルギッシュに世界を渡る著者の語り口が軽妙で、力をもら

えること請け合いです。

ブックコーティングしてみませんか？

自宅にある本を、図書館の本のようにご自分でビニールコーティングしてみませんか。

図書館のスタッフが指導いたしますのでお気軽にどうぞ。

お子さまの場合は保護者の方とご一緒でお願いします。

詳しくはスタッフまでおたずねください。

お知らせ

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

６

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

７

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●
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５
月
に
は
、
22
校
も
の
学
校
・
教
育

機
関
が
遠
足
や
体
験
学
習
な
ど
で
森
と

水
の
源
流
館
に
来
館
し
て
く
れ
ま
し

た
。
森
と
水
の
大
切
さ
、
環
境
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
し

た
。
大
滝
ダ
ム
が
本
格
運
用
さ
れ
て
か

ら
、
最
初
の
遠
足
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ

り
、
今
後
ま
す
ま
す
源
流
を
守
る
大
切

さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
24
～
25
日
に
は
、大
阪
国
際
大
学（
杉

の
湯
に
宿
泊
）
の
「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
自

然
公
園
ガ
イ
ド
」
の
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
川
上
村
の
守
る
三
之
公
の
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境
や
、
林
業
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
年
で
７
回
目

で
す
が
、
今
回
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
辻
谷
達
雄
源
流
学
師
範
が
主
宰
す
る

源
流
塾
の
み
な
さ
ん
と
も
連
携
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い

力
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
加
わ
っ
て
新
し
い

形
で
、
楽
し
く
実
習
を
す
す
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い

力
と
も
連
携
し
な
が
ら
、「
水
源
地
の

村
づ
く
り
」
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

５

月

の

水

源

地

の

森

マムシも活動が活発化しているようですのでご注意を！ 指導に熱が入る辻谷達雄源流学師範

森と水の源流館だより

残しておきたい川上村の山言葉　其の四十二

「イカダヨキ／カラミヨキ」筏師が持つ斧。筏を絡める時、タマをつないだり、ネ

コカンを打ったりするために使う。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

June, 2013　vol.126

めまぐるしく生き物が動きはじめた５月の水源地の森

　
５
月
の
吉
野
川
源
流
―
水
源
地
の
森
は
、
新
緑
か
ら
深
緑
へ
、
一
気
に
生
き
物

の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
花
々
も
、初
旬
に
は
、

ヒ
メ
レ
ン
ゲ
、
フ
ジ
、
中
旬
に
は
、
タ
ニ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ
、
ヤ

ブ
ウ
ツ
ギ
、
下
旬
に
は
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
な
ど
ウ
ツ
ギ
類
、
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
な
ど
な
ど
と
盛
り
の
花
が
、
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その36　＜水質保全について①～水の汚れの原因は～＞

■水が汚れる原因は？

水の汚れの大きな原因は、「生活排水」です。

吉野川・紀の川の水の汚れのうち、生活排水が

約80％を占めています。

生活排水は、たとえば次のように発生します。

活動推進の基本目標

・台所で食器洗い ・お風呂の水 ・洗濯機の水 ・トイレの水

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育み

ます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らし

い見本となることをめざします。

　川上村環境基本計画策定後、広報か

わかみに環境保全に関する啓発記事を

掲載し、みなさまにご協力をお願いし

てまいりました。

　今回、改めて環境保全について再確

認するため、いくつかのテーマに絞

り、原因、解決策などをご紹介します。

　今月からは、「水質保全について」

です。

生活排水の汚れを減らすため、ご家庭でご協力いただけることがたくさんあります。

■どうすればいいの？

○合併処理浄化槽への転換にご協力ください！

→単独処理浄化槽では、し尿以外（お風呂や台所など）

の排水は処理されません。合併処理浄化槽は、し尿以

外の排水も処理できます。

○浄化槽の維持管理を適正に実施してください！

→浄化槽は、適正に管理していないと、機能が最大限に

発揮されません。保守点検・清掃・法定検査の３点を

必ず実施してください。

○いつもの家事に、ひと工夫を加えてください！

→たとえば、こんな小さなことが、水質保全につながります。

・油は、古新聞で吸着し、ごみとして処理する。排水溝にそのまま流さない。

・料理は必要な分だけ作り、食べ残しを出さない。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１
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　６月の第２週は危険物安全週間です。

　「危険物」というと特殊な用途に利用されていると思いがちで、一般家庭に

は無縁な印象がありますが、ガソリンや灯油などの燃料はもちろん、ヘアース

プレーやマニキュア、ペンキ、エアーゾール製品など、身のまわりには「危険

物」を利用した製品がたくさんあり生活必需品となっています。

あなたこそ　無事故を担う　司令塔
―　平成25年度危険物安全週間推進標語　―

●危険物製品の表示
　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。　次のような表示があれば危険物です。

危険物第４類（特殊引火物）

危険等級Ⅰ（火気注意）

危険物第４類（特殊引火物）

危険等級Ⅰ（火気注意）

　探してみると「えっ、こんなものまで！」と思うものに表示されていること

にお気づきになるでしょう。「危険物」を利用した製品は、その取扱いや保管

方法を誤ると、思わぬ災害に発展するおそれがあります。製品に書かれている

使用上の注意事項をよく読み、事故を防ぎましょう。

保管のポイント 取扱いのポイント

子供の手の届かないところに置く 火を止めてから給油する

高温になる場所には置かない 定期的に換気する

フタは確実に閉める 使用中は火気厳禁

●家庭内の危険物事故を防ぐポイント

ＴＥＬ  0746（32）1011　　　ＩＰ  0746（39）9107　　ＦＡＸ  0746（32）0130

吉野広域行政組合消防本部 

危険物第４類（機械油）

危険等級Ⅲ（火気注意）

危険物第４類（機械油）

危険等級Ⅲ（火気注意）

危険物第４類（アルコール類）

危険等級Ⅱ（火気注意）

危険物第４類（アルコール類）

危険等級Ⅱ（火気注意）

　平成25年度の労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新手続は、６月１日から７月10日までの期間

です。期間中の手続・納付をお願いします。

（早期申告納付のお願い）

　申告・納付期日である７月10日は、金融機関・郵便局窓口において大変混雑が予想されます。

（ご注意）

　期日までに申告書の提出がない場合は、政府が保険料等の額を決定し、さらに追徴金（保険料等の

10％）を課すことがあります。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】奈良労働局総務部　労働保険徴収室　℡ ０７４２－３２－０２０３

　　　　　　　　または、労働基準監督署・ハローワーク（公共職業安定所）

事業主の皆様へ　労働保険の年度更新について
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○日　　　時：８月11日（日）８時30分現地集合（11時30分解散予定）

○場　　　所：隠れ谷池（和歌山県橋本市清水地内）

○内　　　容：親子でのヘラブナ釣り体験（釣り方教室を開催します。初めての方大歓迎！）

　　　　　　　※雨天の場合も催行しますので、傘などの雨具をご持参ください。

○参　加　料：無料

○対象・定員：小・中学生の子どもとその保護者50組　　先着順

○申 込 方 法：電話・FAX・メールで（氏名、住所、電話番号、年令、学年を記入）

○申 込 締 切：７月22日（月）

○申込・問合先：役場水源地の村づくり課　℡ ５２－０１１１

吉野川・紀の川流域協議会『夏休み親子わくわく釣り体験』吉野川・紀の川流域協議会『夏休み親子わくわく釣り体験』吉野川・紀の川流域協議会『夏休み親子わくわく釣り体験』
『 ～親子で「ヘラブナ釣り」を体験し、夏の思い出にしませんか！～ 』 の参加者募集
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小
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和
田
）

５
月
９
日
　
77
歳

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

５月30日現在

人口総数 1,665 人 （－４ 人 ）

　 男　 　 787 人 （－２ 人 ）

　 女　 　 878 人 （－２ 人 ）

世 帯 数　 872世帯（±０世帯）

５月中の異動

転　入 ４人　　　転　出 ７人

出　生 １人　　　死　亡 ２人

　
現
在
、
商
品
券
が
当
た
る
口
座
振
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。
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い
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県
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１
期
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納
期
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は
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１
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月
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す
。
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８
日
か
ら
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国
人
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民
の
方
に「
住
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ッ

ト
」「
住
基
カ
ー
ド
」の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。
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台
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の
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民
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写
し
の
広
域
交

付
な
ど
、
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を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
日
本
人
住
民
と
同
様
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知
書
は
７
月
中

に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
基
カ
ー
ド
ご
希
望
の
方
は
住
民
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
発
行
手
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１
枚
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０
０
円
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先
】

役
場
住
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福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

と　き　７月16日（火）

受付　午後１時から

開会　午後１時 30 分から

ところ　やまぶきホール（宮の平）

　「第 41 回差別をなくす村民集会」を開

催します。

　多数のご参加をお待ちしています。

　　映画「１リットルの涙」

【問い合わせ先】

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

差別をなくす村民集会

　下記の日程で、行政相談

会を開催します。

と　き

H.25　６月17日・７月16日

　　　８月19日・９月17日

　　　10月21日～25日

　　　11月18日・12月16日

H.26　１月20日・２月17日

　　　３月17日

ところ　川上村役場相談室

行政相談会

　
広
報
か
わ
か
み
５
月
号
の
20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
「
村
の
人
口
」
で
女

８
７
２
人
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は

８
８
０
人
で
し
た
。

　
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
広
報
編
集
委
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会

訂
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と
お
詫
び


